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ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
大
洗
水
族
館

の
オ
ー
プ
ン
、
６
月
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
開
催
、
８
月
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
開
催
と
大
洗
町
に
と
っ
て

ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
大
洗
を

県
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
を
し
、
各
産

業
の
振
興
の
た
め
に
町
民
一
人
ひ

と
り
が
元
気
を
出
し
て
活
力
の
創

出
が
図
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
地
域
間

競
争
が
激
し
く
な
り
地
域
の
特
色

を
い
か
し
創
意
工
夫
を
す
る
こ
と

が
あ
ら
ゆ
る
面
で
他
の
地
域
と
の

差
別
化
が
図
れ
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
観
光
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

確
立
し
広
域
観
光
の
推
進
に
努

め
、
観
光
産
業
が
商
工
業
・
農
水

産
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
各

産
業
へ
の
波
及
効
果
を
も
た
ら
す

た
め
の
活
性
化
策
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
学
校
完
全
週
５

日
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
子
供

た
ち
が
豊
か
な
個
性
と
能
力
を
持

っ
た
人
間
に
育
つ
よ
う
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
が
連
携
し
、
様
々

な
体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
活
動

の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
特
色

を
い
か
し
て
、
海
に
学
び
・
海
に

遊
ぶ
と
い
う
、
海
を
い
か
し
た
体

験
交
流
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
対
策
と
し
て
地

域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
お
年
寄
り
が
元
気
に

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
い
き
い
き
事
業
を
充
実
発
展

さ
せ
る
た
め
の
健
康
運
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
急
速
に
進
行
し
て

い
る
少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、

子
育
て
支
援
と
母
親
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
保
育

業
務
等
の
施
策
に
つ
い
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
快
適
な
住
環
境
を
整
備

す
る
た
め
町
営
住
宅
建
設
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
Ｉ
Ｔ
社
会
へ
の
取
り
組
み

で
す
が
、
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の

広
域
的
整
備
等
に
よ
り
、
高
度
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
効
率

化
・
透
明
化
及
び
利
便
性
の
飛
躍

的
向
上
を
も
た
ら
す
電
子
自
治
体

の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
方
分
権
に
つ
い
て
は
、
住
民

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

く
る
中
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
凝
ら

し
て
財
政
の
健
全
化
を
図
り
、
行

財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
機
構
組
織
の
見
直
し
に
あ
わ

せ
、適
正
な
定
員
管
理
を
徹
底
し
、

計
画
的
に
職
員
数
の
削
減
を
す
る

と
と
も
に
事
務
事
業
の
効
率
化
、

事
務
経
費
の
削
減
を
図
り
自
主
財

源
を
確
保
し
効
果
的
、
効
率
的
な

町
政
運
営
の
基
本
方
針

教
育
や
福
祉
の
充
実

に
ぎ
わ
い
を
と
ら
え

各
産
業
の
振
興
を

地
方
自
治
に
向
け
て

事
務
の
効
率
化
を
推
進

平成14年度予算�

住んでよかったと�
実感できるまちづくりを目指して�
新年度予算 138億5，303万7千円�

平成14年度の予算は3月8日から15日の会期で開催された「第1回町議会定例

会」で可決されました。

新年度の予算総額は一般会計75億2,691万6千円と8つの特別会計予算の合計

63億2,612万1千円を合わせた総額138億5,3037千円（前年比3.1％の増）と

なりました。

新年度予算の議会上程にあたり、小谷町長から述べられた施政方針とその提案

理由の要旨をお知らせいたします。
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て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
地
方
財

政
計
画
の
歳
出
に
つ
い
て
は
徹
底

し
た
見
直
し
と
重
点
的
配
分
、
規

模
の
抑
制
が
な
さ
れ
、
一
般
会
計

予
算
の
歳
出
は
、「
国
債
発
行
額

30
兆
円
以
下
」
と
の
目
標
の
下
、

歳
出
構
造
を
抜
本
的
に
見
直
す

「
改
革
断
行
予
算
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
５
兆
円
を
削
減

す
る
一
方
で
「
重
点
分
野
に
２
兆

円
を
再
配
分
す
る
。」
と
い
う
理

念
を
踏
ま
え
経
済
構
造
の
転
換
を

促
進
す
る
た
め
、
循
環
型
社
会
の

構
築
な
ど
環
境
問
題
へ
の
対
応
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
地
方
の

個
性
あ
る
活
性
化
、ま
ち
づ
く
り
、

都
市
の
再
生
、科
学
技
術
の
振
興
、

人
材
育
成
、
教
育
・
文
化
、
世
界

最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
の
実
現
な
ど

政
策
効
果
が
顕
著
な
も
の
に
つ
い

て
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
の
予

算
編
成
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会

計
予
算
総
額
81
兆
２
、３
０
０
億

円
で
対
前
年
比
１
・
７
％
減
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
の
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
、
不
況
の
深
刻
化
で
県

税
収
入
が
大
き
く
落
ち
込
む
た
め

投
資
的
経
費
を
抑
制
し
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
事
業
を
展
開
す
る
な
ど

行
財
政
運
営
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

な
お
、
４
月
１
日
よ
り
情
報
公

開
の
実
施
と
建
設
工
事
入
札
予
定

価
格
の
事
前
公
表
を
行
い
、
行
政

の
よ
り
一
層
の
透
明
性
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
厳
し
い
状
況
下
で

あ
り
ま
す
が
、
町
民
に
夢
と
希
望

を
与
え
、
活
力
あ
る
元
気
で
豊
か

な
町
に
し
、
み
ん
な
が
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。地

方
公
共
団
体
の
予
算
編
成
上

の
指
針
で
あ
り
ま
す
地
方
財
政
計

画
の
規
模
は
87
兆
５
、７
０
０
億

円
で
対
前
年
比
１
・
９
％
減
で
景

気
回
復
の
動
き
が
弱
ま
っ
て
い
る

中
、
き
わ
め
て
厳
し
い
環
境
下
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
収

入
や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る

国
税
収
入
が
大
幅
に
減
少
す
る
一

方
で
、公
債
費
の
累
増
等
に
よ
り
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な
財
源

不
足
が
生
じ
る
も
の
と
見
込
ま
れ

単位：千円�
（　）内は構成比％�
�

総務費�
1,462,067�
（19.4）�
�

民生費�
1,633,026�
（21.7）�

衛生費�
895,053�
（11.9）�

教育費�
655,034�
（8.7）�
�

土木費�
1,031,069�
（13.7）�
�

公債費�
762,777�
（10.1）�

消防費�
347,453�
（4.6）�
�

商工費�
338,408�
（4.5）�
�

農林水産業費�
259,607�
（3.5）�
�

議会費�
予備費�
労働費�
災害復旧費�
諸支出費�

121,986（1.6）�
15,000（0.2）�
5,434（0.1）�

1（0.0）�
1（0.0）�

歳　出�
7,526,916

歳　入�
7,526,916

町税�
3,193,674�
（42.4）�
�

地方交付税�
770,000�
（10.2）�
�

国庫支出金�
684,073�
（9.1）�
�

県支出金�
414,104�
（5.5）�
�
�

町債�
545,700�
（7.3）�
�
�

繰入金�
507,357�
（6.7）�
�
�

諸収入�
344,620�
（4.6）�
�
�

使用料及び手数料�
341,345�
（4.6）�
�
�

地方消費税交付金�
190,000�
（2.5）�
�
�

分担金及び負担金�
財産収入�
繰越金�
地方譲与税�
地方特例交付金�
ゴルフ場利用税交付金�
利子割交付税�
自動車取得税交付金�
交通安全対策特別交付金�
寄附金�

131,707（1.8）�
101,333（1.3）�
100,000（1.3）�
61,300（0.8）�
50,000（0.7）�
38,000（0.5）�
25,200（0.3）�
23,500（0.3）�
5,000（0.1）�

3（0.0）�

一般会計歳入歳出予算のあらまし�

歳出予算� 歳入予算�

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

国
・
県
の
現
状



会　計　別　予　算　額�

会　　計　　名�

合　　　　　　計�

予　　算　　額� 伸び率�

１３８億５，３０３万７千円� 3.1％�

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

〔会　　計　　別〕�

国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 事 業 �

介 護 保 険 事 業 �

地方卸売市場冷蔵倉庫事業�

公 共 下 水 道 事 業 �

墓 地 事 業 �

公 平 委 員 会 �

水 道 事 業 �

2.0％�

4.4％�

�

△1.8％�

15％�

11.1％�

△0.4％�

△5.8％�

△70.4％�

△1.1％�

△0.1％�

７５億２，６９１万６千円�

６３億２，６１２万１千円�

�

１７億８，３９６万８千円�

２２億７，６３５万９千円�

８億３５０万円�

４，２５９万２千円�

６億３，６８４万３千円�

１，６１０万２千円�

１，７５４万４千円�

７億４，９２１万３千円�
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対
応
と
し
て
の
臨
時
財
政
対
策
債

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
歳
入
で
す
が
、
日
本
経
済

が
低
迷
す
る
中
、
当
町
に
お
き
ま

し
て
も
厳
し
い
経
済
、
景
気
、
雇

用
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
14
年
度

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
財
政
の

健
全
化
を
進
め
る
と
と
も
に
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・

効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

子
力
関
連
機
関
か
ら
の
協
力
金
に

つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
一
般
財
源
と

し
て
取
り
扱
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
国
の
認
可
予
算
の
中

で
特
定
財
源
と
し
て
扱
う
た
め
、

一
般
財
源
の
確
保
が
非
常
に
困
難

な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

基
金
か
ら
の
繰
入
金
５
億
７
３
５

万
７
千
円
を
繰
り
入
れ
る
も
の
で

す
。町

債
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
１

３
１
・
２
％
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
交
付
税
減
に
伴
う

一
般
会
計
の
歳
入
を
見
て
み
ま

す
と
、
恒
久
的
な
減
税
に
よ
り
今

後
町
税
の
大
き
な
伸
び
は
期
待
で

き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
納
税
者
の
理
解
を
十
分
に
得

な
が
ら
納
税
意
識
を
高
め
収
納
率

向
上
の
た
め
の
組
織
体
制
を
見
直

し
鋭
意
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

利
子
割
り
交
付
金
に
つ
い
て
は

前
年
度
比
59
・
４
％
減
、
地
方
消

費
税
交
付
金
に
つ
い
て
は
前
年
度

比
５
・
５
％
減
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ゴ

ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
に
つ

い
て
は
平
成
13
年
度
に
新
た
な
ゴ

ル
フ
場
が
開
場
し
た
た
め
前
年
度

比
52
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
恒
久
的
な
減
税
を
補
て

ん
す
る
財
源
の
地
方
特
例
交
付
金

に
つ
い
て
は
前
年
度
比
２
％
の
減

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
は
国
の
交
付
税
制
度

の
改
正
に
よ
り
段
階
的
に
補
正
す

る
た
め
前
年
度
比
約
20
％
の
減
を

見
込
み
７
億
７
千
万
円
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
前
年

度
比
46
・
３
％
の
増
、
ま
た
、
原

次
に
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

町
の
各
種
産
業
が
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
国
・
県
等
の

支
援
と
協
力
を
得
な
が
ら
商
工
業

に
お
い
て
は
産
業
活
性
化
支
援
事

業
、
水
産
業
で
は
水
産
加
工
施
設

等
改
善
事
業
、
農
業
に
お
い
て
は

担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
等
、

基
幹
産
業
活
性
化
の
事
業
化
に
向

け
て
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
事
業
の
充
実
で
す

が
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
事
業

実
施
に
向
け
各
種
関
係
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
保
育
所
に
つ
い
て
は
延
長
保

育
、
緊
急
保
育
等
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
学
童
保
育
に
つ
い

て
は
、
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
町
営
住
宅
建
設
に
つ

い
て
は
祝
町
二
葉
地
区
に
本
年
よ

り
２
カ
年
計
画
で
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
那
珂

川
・
涸
沼
川
周
辺
地
域
が
国
の
水

辺
プ
ラ
ザ
事
業
と
し
て
採
択
を
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
事
業
と
連

動
し
な
が
ら
住
環
境
整
備
を
計
画

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
や
り
く
り
を
強
い
ら
れ
、

１
兆
７
３
１
億
９
、７
０
０
万
円

で
対
前
年
比
１
・
１
％
減
の
予
算

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
、
国
・
県
の
施

策
と
連
動
し
な
が
ら
町
独
自
の
施

策
を
か
ら
め
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
切
な
財

源
を
町
民
に
喜
ば
れ
る
よ
う
効
果

的
、
効
率
的
に
配
分
し
各
種
事
業

の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
計
画
的
に

予
算
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。
義

務
的
経
費
を
除
く
経
常
経
費
に
つ

き
ま
し
て
既
定
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
基
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、

新
規
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
観
点
か

ら
で
き
る
限
り
の
整
理
統
合
を
行

い
、
歳
出
削
減
を
図
る
と
と
も
に

委
託
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
経
費

の
見
直
し
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
内
部
機
構

の
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
人
員
に
お
い
て
効
果
的
、
効
率

的
な
行
政
運
営
を
し
多
様
化
す
る

町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

平
成
14
年
度
予
算

町
独
自
の
施
策
を
ふ
ま
え
た

予
算
編
成



やすらぎのある安心なまち（生活・環境）�
●ごみ収集業務委託……………………………�
●ごみ減量化促進事業…………………………�
●交通安全施設整備事業………………………�
●大洗旭水戸環境衛生組合負担金…………�
●防災行政無線更新事業………………………�
●防災通信ネットワークシステム整備事業…�

５４，１８０千円�
１５，２９４千円�
７，５９４千円�

６０３，６２０千円�
９０，１００千円�
８８，５４０千円�

心豊かな優しいまち（健康・福祉）�
●放課後児童健全育成事業……………………�
●老人福祉事業及び老人保護措置費………�
●障害者福祉事業及び身体障害者措置………�
●児童福祉……………………………………�
●医療福祉……………………………………�
●保健事業………………………………………�

１１，０７０千円�
１２３，５８６千円�
９４，９８７千円�
２９９，４５２千円�
１０８，４３６千円�
３６，０１１千円�

平成14年度予算の主な事業です�

人を育む元気なまち（生涯学習）�
●情報教育整備事業……………………………�
●社会人TT配置事業……………………………�
●学校施設整備…………………………………�
●北海道洋上研修事業補助金……………………�
●全国高等学校総合体育大会�
　大洗町実行委員会負担金……………………�
●町民会館自主文化事業…………………………�

２５，１６５千円�
１２，９２５千円�
６７，５１８千円�
４，６８０千円�

�
３５，５００千円�
８，５６４千円�

安全で暮らしやすいまち（都市整備）�
●公共下水道事業管渠及び枝線整備…………�
●上水道配水設備改良事業……………………�
●一本松土地区画整理事業……………………�
●二葉町営住宅建設事業………………………�
●都市計画道路整備事業（関根祝町線）……�
●町道整備事業…………………………………�

２２３，０００千円�
７２，０７７千円�
６０，０６０千円�
３２８，５８０千円�
５４，５１４千円�
６４，９００千円�

活気ある楽しいまち（産業・観光）�
●海水浴事業…………………………………�
●マリンタワー事業…………………………�
●担い手育成基盤整備事業…………………�
●生産調整推進対策事業……………………�
●（財）大洗町漁業振興協会補助金………�
●循環バス運行事業補助……………………�

６３，５４４千円�
７０，７５５千円�
３１，８７５千円�
３１，００２千円�
２５，６８０千円�
５，０００千円�

（5） 広報おおあらい　2002.4.9
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○
課
長
職

町
長
公
室
長
兼
秘
書
・
広
報
公
聴

係
長
高
橋
正
彦
（
企
画
課
長
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
専
門
担
当
主
査

石
井
孝
夫
（
企
画
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
専
門
担
当
主
査
）

総
務
課
長
小
沼
洋
一
（
町
長
公
室

長
）

財
務
課
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務

局
長
横
山
義
博（
学
校
教
育
係
長
）

住
民
課
長
雨
谷
茂
夫（
出
納
室
長
）

福
祉
課
長
藤
本
弘
幸（
住
民
課
長
）

国
保
・
介
護
専
門
担
当
主
査
永
山

光
正
（
国
民
健
康
保
険
係
長
）

生
活
環
境
課
長
花
井
幸
男
（
水
道

課
業
務
係
長
）

防
災
専
門
担
当
主
査
古
川
稔
（
消

防
課
司
令
）

都
市
建
設
課
長
稲
垣
慈
久
（
都
市

建
設
課
計
画
開
発
係
長
）

上
下
水
道
課
長
三
浦
徳
治
郎
（
水

道
課
長
）

農
林
水
産
課
農
地
専
門
担
当
主
査

檜
山
清
隆
（
都
市
建
設
課
施
設
管

理
係
長
）

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
専
門
担
当
主

査
正
木
健
司
（
商
工
振
興
係
長
）

健
康
増
進
課
長
小
松
崎
忠
（
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）

出
納
室
長
櫻
井
努
（
下
水
道
課

長
）

県
復
帰
大
塚
嘉
久
（
都
市
建
設
課

長
）

○
係
長
級

【
町
長
公
室
】

企
画
調
整
係
長
小
野
瀬
一
弘
（
企

画
課
企
画
調
整
係
長
）

女
性
社
会
推
進
係
長
武
藤
美
智
子

（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）

【
総
務
課
】

主
査
兼
情
報
推
進
係
長
雨
澤
庸
夫

（
町
長
公
室
広
報
公
聴
・
情
報
推

進
係
長
）

【
財
務
課
】

財
政
係
長
田
山
祐
一
（
企
画
課
財

政
係
長
）

管
財
係
長
田
中
重
毅
（
総
務
課
管

財
係
長
）

用
地
係
長
田
山
忠
信
（
土
地
開
発

公
社
用
地
係
長
）

【
税
務
課
】

納
税
推
進
係
長
大
貫
正
武
（
税
務

課
町
民
税
係
長
）

町
民
税
係
長
梅
原
弘
（
税
務
課
主

幹
）

【
福
祉
課
】

国
民
健
康
保
険
係
長
米
川
雅
博

（
住
民
課
国
民
年
金
係
長
）

【
生
活
環
境
課
】

交
通
防
犯
係
長
納
久
士
（
農
林
水

産
課
主
幹
）

主
幹
米
川
芳
史（
下
水
道
課
主
幹
）

【
都
市
建
設
課
】

施
設
管
理
係
長
丸
山
幸
一
（
都
市

建
設
課
技
幹
）

計
画
開
発
係
長
磯
崎
宗
久
（
都
市

建
設
課
主
任
）

【
上
下
水
道
課
】

営
業
係
長
大
久
保
正
一
（
税
務
課

主
幹
）

主
査
兼
管
理
係
長
荒
木
充
夫
（
下

水
道
課
管
理
係
長
）

施
設
第
一
係
長
鈴
木
利
博
（
水
道

課
施
設
係
長
）

施
設
第
ニ
係
長
舛
井
宗
敬
（
下
水

道
課
工
務
係
長
）

主
幹
小
泉
弘
明
（
水
道
課
主
幹
）

主
幹
小
沼
一
夫
（
福
祉
課
主
幹
）

【
農
林
水
産
課
】

農
政
係
長
小
野
瀬
実
（
生
活
環
境

課
交
通
防
犯
係
長
）

農
地
係
長
篠
原
靖
治
（
農
林
水
産

課
土
地
改
良
事
業
係
長
）

【
商
工
観
光
課
】

商
工
観
光
係
長
小
野
瀬
寛
（
商
工

観
光
課
観
光
係
長
）

【
健
康
増
進
課
】

管
理
係
長
米
川
正
一
（
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
）

健
康
増
進
係
長
曽
根
弥
生
（
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
係
長
）

【
学
校
教
育
課
】

学
校
教
育
係
長
小
沼
博
美
（
農
林

水
産
課
農
政
係
長
）

【
生
涯
学
習
課
】

社
会
教
育
係
長
米
川
英
一
（
生
涯

学
習
課
主
任
）

○
一
般
職

【
町
長
公
室
】

海
老
沢
稔
（
企
画
課
）

江
沼
宏
章
（
企
画
課
）

清
水
里
奈
（
新
規
採
用
）

【
総
務
課
】

関
根
亜
紀
子
（
企
画
課
）

猪
瀬
諭
（
都
市
建
設
課
）

丸
山
四
郎
（
生
活
環
境
課
）

久
保
木
浩
志
（
町
長
公
室
）

海
老
澤
督
（
生
活
環
境
課
）

永
山
友
和
（
新
規
採
用
）

【
財
務
課
】

江
橋
浩
司
（
企
画
課
）

近
藤
礼
子
（
総
務
課
）

寺
門
栄
治
（
総
務
課
）

岩
波
大
典（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
生
活
環
境
課
】

清
水
修
平
（
新
規
採
用
）

【
住
民
課
】

猿
田
喬
子
（
新
規
採
用
）

【
税
務
課
】

照
沼
千
代
子
（
福
祉
課
）

菅
谷
規
広
（
新
規
採
用
）

田
山
篤
（
新
規
採
用
）

【
福
祉
課
】

亀
山
真
宏
（
環
境
衛
生
組
合
）

大
久
保
雪
子
（
住
民
課
）

田
山
裕
子
（
下
水
道
課
）

【
都
市
建
設
課
】

松
山
俊
之
（
農
林
水
産
課
）

櫻
井
栄
治
（
水
道
課
）

橋
本
一
弘
（
新
規
採
用
）

【
地
籍
調
査
課
】

照
沼
千
恵
子
（
住
民
課
）

米
川
雅
司
（
生
活
環
境
課
）

大
川
洋
一
（
税
務
課
）

【
上
下
水
道
課
】

小
沼
義
弘
（
水
道
課
）

川
上
朱
美
（
水
道
課
）

関
根
み
ち
子
（
下
水
道
課
）

田
口
ニ
三
子
（
商
工
観
光
課
）

鬼
沢
均
（
水
道
課
）

関
克
則
（
水
道
課
）

佐
々
貴
吉
（
水
道
課
）

高
橋
哲
也
（
水
道
課
）

横
田
孝
（
下
水
道
課
）

小
松
崎
陽
一
（
下
水
道
課
）

【
農
林
水
産
課
】

佐
藤
忍
（
観
光
課
）

谷
田
部
和
之
（
新
規
採
用
）

【
商
工
観
光
課
】

大
部
千
亜
紀
（
福
祉
課
）

小
野
瀬
憲
優
（
総
務
課
）

関
根
智
樹
（
福
祉
課
）

【
健
康
増
進
課
】

関
根
清
美（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

小
沼
ひ
さ
江
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
）

照
山
美
樹（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

渡
辺
み
ど
り
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
）

本
田
聡
子（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

栗
毛
由
光（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

竹
森
麻
記（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
出
納
室
】

佐
藤
邦
夫
（
企
画
課
）

【
祝
町
幼
稚
園
】

立
川
ト
モ
子
（
夏
海
幼
稚
園
）

【
夏
海
幼
稚
園
】

田
山
弘
子
（
祝
町
幼
稚
園
）

平
成
14
年
度

町
職
員
人
事
異
動

町
で
は
４
月
１
日
付
け
で
職
員
１
１
８

人
（
新
規
採
用
者
を
含
む
）
の
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
（

）
内
は
前
職
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【
大
貫
小
学
校
】

高
橋
あ
さ
子
（
第
一
中
学
校
）

【
第
一
中
学
校
】

橘
伸
子
（
磯
浜
小
学
校
）

【
生
涯
学
習
課
】

野
口
洋
子
（
学
校
教
育
課
）

石
川
聖
子
（
新
規
採
用
）

石
井
健
志
（
新
規
採
用
）

【
学
校
教
育
課
】

谷
田
部
万
代
（
新
規
採
用
）

【
消
防
本
部
・
署
】

消
防
本
部
消
防
課
司
令
古
川
稔

（
警
防
係
長
）

消
防
本
部

警
防
係
長
金
沢
清
治

（
副
署
長
兼
第
一
中
隊
長
）

消
防
署

第
一
中
隊
長
平
山
順
一

（
第
一
副
中
隊
長
）

消
防
署

第
一
小
隊
長
松
澤
洋
冶

（
第
一
中
隊
班
長
）

消
防
署
第
一
中
隊
班
長
関
根
敏
明

（
第
一
中
隊
副
班
長
）

消
防
署

第
一
中
隊
副
班
長
五
上

好
一
（
第
一
中
隊
消
防
司
令
補
）

消
防
士
小
沼
信
一
（
新
規
採
用
）

消
防
士
大
崎
優
太
（
新
規
採
用
）

消
防
士
小
沼
弘
嗣
（
新
規
採
用
）

吉
澤
彰
（
総
務
課
長
）

関
根
清（
総
務
課
専
門
担
当
主
査
）

江
橋
源
市
（
福
祉
課
長
）

井
上
裕
美
（
商
工
観
光
課
専
門
担

当
主
査
）

小
林
愛
子
（
学
校
教
育
課
）

大
谷
常
夫
（
土
地
開
発
公
社
事
務

局
長
）

吉
川
広
男
（
生
活
環
境
課
長
）

渡
辺
信
一
（
農
林
水
産
課
専
門
担

当
主
査
）

中
野
谷
喜
美
子
（
企
画
課
女
性
社

会
推
進
係
長
）

永
山
美
代
子
（
生
涯
学
習
課
）

変化する行政需要に的確に対応した住民サービスと効率的な行政組織
の運営を図るべく見直しを行いました。
主な改正点
企画課を廃止　企画調整係・女性社会推進係は町長公室へ
財務課を新設　財政係、管財係を置く
上下水道課を新設（水道課と下水道課を統合）
営業係、施設第一係、施設第二係、管理係を置く

秘書係と広報公聴係を統合
情報推進係は総務課へ・国民年金係を住民課管理係へ統合
健康福祉センターの名称を健康増進課に改める

町行政機構の一部が変わりました

秘書・広報公聴係�
女性社会推進係�
総務係�

企画調整係�

町民税係�

文書選挙係�
情報推進係�
財政係�
管財係�

固定資産税係�
納税推進係�

用地係�

管理係（年金）�

生活環境係�

施設管理係�

交通防犯係�
斎場施設管理係�
原子力防災係�

計画開発係�
緑化推進係�

管理係�
施設第一・第二係�
農政係�

営業係�

農地係�
水産係�
商工観光係�

マリンタワー�
観光情報センター�

管理係�

学校教育係�小中幼学校�

公民館�社会教育係�
社会体育係�
運動公園施設管理係�

総務係�
予防係�
警防係�
第１中隊�
第２中隊�

出納係�

窓口係�

高齢福祉係�
社会福祉係�

国民健康保険係�
介護保険係�
保育所�

生活環境課�

農林水産課�

上下水道課�

地籍調査係�地籍調査課�

健康福祉センター管理係�
健康増進係�

健康増進課�

都市建設課�

は新設�
又は変更�

商工観光課�

町 民 会 館 �

出　納　室�

学校教育課�

生涯学習課�

消防課�

消防署�

消 防 本 部 �

土地開発公社�

教育委員会�

町　　　長�

土地開発公社事務局�

東茨城郡公平委員会� 公平委員会�

農業委員会� 農業委員会事務局�

選挙管理委員会� 選挙管理委員会事務局�

監査委員会� 監査委員会事務局�

議　　会� 議 会 事 務 局 �

税　務　課�

福　祉　課�

住　民　課�

財　務　課�

総　務　課�

町 長 公 室 �

助　役�

教育長� 教育次長�

収入役�

用地係�

インターハイ推進係�

消防長� 消防次長�

大洗町行政機構図

退
職
者
（
平
成
13
年
度
末
）
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ひ
ろ
が
る
善
意
の
輪

善行賞
町
で
は
、
青
少
年
の
善
意
や
親

切
心
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
善
行

の
あ
っ
た
青
少
年
に
対
し
善
行
賞

を
授
与
し
て
い
ま
す
。

「
神
社
の
境
内
の
掃
除
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
」

「
学
校
の
駐
車
場
を
休
日
に
清
掃

し
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん

だ
」

「
い
き
い
き
体
操
に
参
加
し
、
お

年
寄
り
を
元
気
づ
け
た
」

「
け
が
人
の
手
当
て
の
お
手
伝
い

を
し
た
」

「
道
路
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
お

ば
あ
さ
ん
を
家
ま
で
送
っ
て
あ
げ

た
」

「
倒
れ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
を
介

抱
し
た
」

「
苦
し
そ
う
に
し
て
い
る
お
ば
あ

さ
ん
に
声
を
か
け
、
家
族
に
連
絡

す
る
な
ど
適
切
な
処
置
を
し
た
」

な
ど
心
優
し
く
み
ん
な
の
模
範
と

な
る
15
名
に
善
行
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。表彰者は次のとおりです。

大貫奈緒、中西美緒、諏佐みゆき（磯浜小）
圷　捷太（祝町小）
関根可甫美、梶尾京子、栗田香純、今井唯、
巌崎美佳、海野真司、関根遼太、磯崎みなみ、
新堀由佳、高橋勇貴、渡辺亮（第一中）

答 茨城県は平成8年度に、県内全市町村の震度情報

を速やかに収集し、震災対策を行う「茨城県震度情報ネ

ットワークシステム」を整備し、運用を行っています。

このシステムは、県内全市町村に震度計を設置し、地

震が発生したときこの震度計で計測された震度情報が県

庁で収集され震災対策に活用されるほか、この震度情報

はオンラインにより市町村にフィードバックされるとと

もに気象庁及びTV等のマスコミにも提供する仕組みに

なっています。

2月12日22時44分に発生した地震（震源地：茨城

県沖）では大洗町は震度3が計測されました。

今回のように、県内全域で観測されるような地震では、

各市町村の地震計で計測された震度情報がほぼ同時に県

に送信されてくることになります。各市町村の地震計で

計測された震度情報を県の装置は、回線効率の関係で全

市町村分の震度情報を同時に受信できない（※注１）た

め、市町村側からの数秒というわずかな発信時間差から

2回目以降の受信にまわる市町村が出てきます。そして、

この情報は、到着順に次々と気象庁（マスコミ等）に転

送されていきます。

「大洗町の震度情報がなぜTVに出なかったのか。」につ

いては、以上のような事情で、気象庁到着時間が、隣接

市町村と比べて若干の時間差が生じたためと考えられま

す。

また、テレビなどマスコミでは、入電順、震度の大き

な順番でテロップに流す傾向があり、気象庁到着時間が

やや遅れた今回の大洗町の震度情報は流れなかったもの

と推測されます。

ちなみに2月12日23時00分の気象庁「各地の震度

に関する情報」では、大洗町の震度情報も合わせて発表

されました。

町といたしましては、今後とも茨城県震度情報ネット

ワークシステムを適正に運用するよう働きかけてまいり

ます。

生活環境課原子力防災係

（※注１）茨城県の回線は20回線。県内市町村数は84。同時
に受けられないため、市町村の情報は話中の場合、30秒のイ
ンターバルをおいてから、再度ダイヤルする。よって時間差
が生じることになります。

問 先日、大きな地震があった時、テレビ

では友部町、内原町、その他の町村の震度を

テロップでずいぶん流していましたが、原研

がある大洗町は出ませんでした。大洗町には

地震の震度計はないのでしょうか。なければ

震度計を設置すべきではないでしょうか。

大
洗
町
消
防
本
部
に
設
置
さ
れ
て

い
る
計
測
震
度
計

投
　
稿
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今回供用開始区域
供用開始済区域

平
成
14
年
４
月
か
ら
新
た
に
上
図
の
区
域
の
公
共
下

水
道
が
整
備
さ
れ
、
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

お
住
ま
い
の
区
域
の
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す

と
、
く
み
取
り
便
所
は
、
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
公

共
下
水
道
に
直
結
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
で
は
各
家
庭
の
ト
イ
レ
、
台

所
や
風
呂
等
の
汚
水
は
、
す
べ
て
公
共
下
水
道
へ
直
接

流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ト
イ
レ
の
く
み
取

り
や
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
で
、

ま
だ
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
早
急

に
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

大
洗
町
の
自
然
環
境
を
守
り
、
快
適
な
居
住
環
境
を

作
る
た
め
に
皆
様
の
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
下
水
道
課
管
理
係

今
月
か
ら
水
道
課
と
下
水
道
課
が
統
合
さ
れ
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
公
共
下
水
道
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
皆
様
の
「
下
水
道
使
用
料
」
の
お
支
払
い
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、「
下
水
道
使
用
料
」
に
つ
い
て
は
、

「
水
道
料
金
」
と
あ
わ
せ
て
「
上
・
下
水
道
料
金
」
と
し

て
、
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

上
下
水
道
課
営
業
係
（
内
線
３
２
４
）

公
共
下
水
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

―
供
用
開
始
区
域
が
拡
大
―

４
月
か
ら
「
上
・
下
水
道
料
金
」

と
な
り
ま
す
。

吉
川
典
正
さ
ん
（
永
町
16
区
の
１
）
が
法
務
大
臣

か
ら
３
月
１
日
付
で
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
頃
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

が
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

市
（
区
）
町
村
長
が
地
域
住
民
の
中
か
ら
人
権
の

擁
護
と
い
う
仕
事
に
理
解
を
持
ち
、
最
も
ふ
さ
わ
し

い
人
と
し
て
推
薦
し
た
候
補
者
を
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
て
お
り
、
全
国
で
お
よ
そ
１
万
４
０
０
０
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

相
談
員
／
弁
護
士
（
午
前
中
の
み
）
人
権
擁
護
委
員

☆
相
談
無
料
。
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
（
内
線
２
１
２
）

よ
し
か
わ
つ
ね
ま
さ

人
権
擁
護
委
員
に

吉
川
典
正
さ
ん

特
設
人
権
相
談
所
開
設



た
ち
。

紅
白
の
梅
の
明
る
き
古
社

桜
道
　
真
田
　
靜
子

〔
評
〕
古
社
が
よ
か
っ
た
。
古
色
蒼
然

た
る
社
殿
を
バ
ッ
ク
に
配
し
た
こ
と

で
、
紅
白
の
梅
花
の
明
る
さ
が
一
層
際

立
つ
句
と
な
っ
た
。

梅
林
の
立
志
の
像
に
一
礼
す

永
町
　
浅
見
三
千
子

〔
評
〕
梅
林
の
一
角
に
立
志
の
像
な
る

も
の
が
建
っ
て
い
た
。
尊
徳
像
か
或
は

ク
ラ
ー
ク
博
士
の
よ
う
な
、
少
年
の
立

志
を
励
ま
す
像
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
兎

も
角
、
百
花
に
魁
け
て
寒
風
に
咲
く
梅

花
に
相
応
し
い
清
冽
の
気
分
横
溢
し

て
、
恭
し
く
一
礼
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

梅
園
を
吾
が
庭
の
如
バ
ス
ガ
イ
ド

金
沢
　
猿
田
　
俊
子

〔
評
〕
観
光
の
一
団
を
案
内
し
て
梅
園

の
見
処
を
懇
切
に
説
明
し
て
い
る
バ
ス

ガ
イ
ド
。
何
処
か
ら
の
バ
ス
か
判
然
と

し
な
い
が
、
こ
の
ガ
イ
ド
、
恰
も
吾
が

家
の
庭
を
案
内
す
る
よ
う
な
、
隅
々
ま

で
行
届
い
た
ガ
イ
ド
振
り
に
一
驚
を
喫

し
た
の
で
あ
る
。

梅
香
り
雲
悠
々
と
園
の
空

蔵
前
　
田
山
　
佳
風

〔
評
〕
園
内
に
は
三
千
本
の
梅
花
が
芳

香
を
充
満
さ
せ
、
紺
碧
の
大
空
に
は
白

雲
悠
々
去
り
復
た
来
た
る
の
案
配
。
大

勢
の
観
客
は
巡
路
に
芝
生
に
群
集
し

て
、
一
日
の
歓
楽
を
恣
に
し
て
居
る
の

だ
。こ

の
悠
然
た
る
詠
み
振
り
は
い
か
に

も
梅
園
の
句
に
相
応
し
い
。

美
し
き
距
離
を
計
り
て
梅
に
佇
つ

夏
海
　
大
貫
千
代
子

日
を
受
け
し
梅
一
輪
と
な
り
に
け
り

新
町
　
加
藤
　
宗
一

こ
の
小
川
春
め
く
音
を
た
て
て
を
り

東
光
台
　
田
中
　
勝
枝

水
鳥
の
翔
つ
や
水
面
の
影
ゆ
ら
し

東
光
台
　
大
川
　
た
か

遥
か
ゆ
く
赤
き
電
車
も
霞
み
を
り

新
町
　
岸
和
田
和
子

白
鷺
の
一
本
足
や
水
温
む

明
神
町
　
小
松
崎
美
代

寒
風
に
梅
を
眺
む
る
句
会
か
な

仲
町
　
斉
藤
　
節
雄

咲
き
そ
め
て
琴
の
音
流
る
梅
の
園

桜
道
　
上
野
　
君
枝

ど
こ
と
な
く
母
似
の
雛
納
め
け
り

髭
釜
　
川
崎
　
京
子

〔
評
〕
三
日
す
ぎ
の
雛
人
形
を
雛
箱
へ

格
納
し
て
い
る
。
内
裏
様
か
官
女
雛
の

う
ち
の
一
つ
が
、
す
で
に
亡
き
母
親
の

若
か
り
し
頃
に
何
と
な
く
似
て
い
る
ナ

ア
と
思
い
な
が
ら
、
一
体
一
体
柔
ら
か

い
和
紙
で
お
顔
を
包
み
、
箱
へ
納
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

年
毎
に
家
に
馴
染
み
し
雛
か
な

角
一
　
鈴
木
　
さ
た

〔
評
〕
新
し
い
雛
を
最
初
に
座
敷
に
飾

っ
た
時
、
こ
れ
は
大
き
過
ぎ
た
か
な
、

或
は
小
さ
か
っ
た
か
と
思
っ
た
第
一
印

象
で
あ
っ
た
が
、
毎
年
春
を
迎
え
る
度

に
飾
り
眺
め
て
い
る
内
、
雛
も
雛
壇
も

見
馴
れ
て
、
昔
か
ら
わ
が
家
に
あ
っ
た
、

わ
が
家
の
お
雛
様
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

幾
百
の
蕾
ふ
く
ら
む
梅
古
木

新
町
　
酒
井
　
省
三

〔
評
〕
曲
折
し
て
天
を
指
す
老
梅
の

枝
々
に
、
び
っ
し
り
と
蕾
が
ふ
く
ら
み
、

綻
び
始
め
た
萼
の
間
か
ら
花
び
ら
の
色

も
覘
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
幾
百
の

芳
香
を
小
さ
く
包
み
こ
ん
だ
古
木
の
蕾

新年長組 共同制作
「きれいに咲いたよ　おてての桜」

第
一
保
育
所

ほ
し
い
ま
ま

ひ
ひ
な

ふ
る
や
し
ろ
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が
く

の
ぞ
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篆
刻
の
部�

て
ん
こ
く�

秋山　悠真くん・美羽ちゃん
（桜道6区　2歳3ヶ月・0歳6ヶ月）

お父さん　真巳 お母さん　智美

「仲の良い兄妹です。」

松木　都ちゃん
（五反田1区　1歳9ヶ月）

お父さん　卓夫 お母さん　京子

「今日も笑顔でがんばろう！」

あきやま ゆうま み　うまつき みやこ

知
事
賞
「
明
見
萬
里
」
加
藤
　
伝

町
長
賞
「
落
紙
雲
煙
」
會
澤
　
雅
美


